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研究ノート

河合小市のミニピアノ　解体記録 4

砂　原　　　悟

Examining the Instrument-parts of Koichi Kawai’s Minipiano

SUNAHARA, Satoru

1　河合小市ミニピアノについて
河合小市（1886-1955）によるミニピアノについて、これまでのレポートでは第二次大戦後

に作られたと記述してきた。これは 1997 年に出版された「世界一のピアノづくりをめざして：
河合楽器製作所創立 70 周年記念誌」28 ページ「ピアノ作り再開」の記載に基づくものであった。
しかしミニピアノを修復した調律師などのあいだでは、戦前の作ではないかという疑いの声が
あった。ミニピアノのもとの所有者が戦前からあったと証言しているという話も聞いた。筆者
はミニピアノが戦前の作である可能性を感じつつも、それを裏付ける確たる資料が見つからず、
これまでの記述をしてきた。

しかし今年になって大阪・寝屋川市のアトリエ・ピアノピアの代表である小川瞳氏から、こ
の楽器が戦前に作られたことを裏付けるいくつかの資料提供を得ることができた。今回それら
の資料をここに紹介する。

①特許番号
解体中のミニピアノのフレームに付けられたプレートには「PATENT No.」が示されてお
り（写真 1）、これらの特許番号をたどると 1933 年（昭和 8年）と 1931 年（昭和 6年）に出
願された特許であることがわかる。これらの技術は当該ミニピアノに採用されている
（No.104957 については後述 No.115111 を採用）。したがってこの楽器は特許取得の 1934 年（昭
和 9年）以降に作られたと思われる。

1）
特許 No.104957
1933 年（昭和 8年）出願、1934 年（昭和 9年）取得
ピアノにおける弦緊締用ピン取付特許
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-104957/15/ja
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2）
実用新案 No.171019（S7-9950）
1931 年（昭和 6年）出願、1932 年（昭和 7年）取得
ピアノ弦懸張装置の特許
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-S07-009950/22/ja

　「PATENT APPLIED FOR」は特許出願予定、または出願中のものを表す。これらのアク
ション、弦緊締用ピン 、駆体も当該ミニピアノに採用されており、すべて 1935 年（昭和 10 年）
に出願されている。これらの願書は 1936 年（昭和 11 年）にそれぞれ特許、実用新案として登
録されており、それ以降であれば特許番号がプレートに掲載されるはずで、この楽器は 1934
年（昭和 9年）～ 1936 年（昭和 11 年）に作られた楽器と推定できる。

3）
願書 No.10512
1935 年（昭和 10 年）
ミニピアノのアクション特許
特許番号 114760　1936 年（昭和 11 年）
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-S10-005015/12/ja

4）
願書 No.10533
1935 年（昭和 10 年）
ピアノにおける弦緊締用ピン取付特許
特許番号 115111　1936 年（昭和 11 年）
原特許No.104957 の改良型。木製ピンブロックの代わりにヴァルカナイズド・ファイバーとい
う新素材を使ったピンブロックを使用。
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-S10-005016/12/ja

5）
願書 No.28770
1935 年（昭和 10 年）
小型ピアノの実用新案
実用新案番号 224444　1936 年（昭和 11 年）
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-S11-001595/22/ja



 河合小市のミニピアノ　解体記録 4 93

②「河合楽器―限りなき前進　カワイ創立 40 周年記念」（河合楽器製作所 1967 年出版）
河合楽器の40周年記念誌の43ページ、河合楽器が合名会社に改組された1935年（昭和10年）
頃のことについて書かれた箇所に以下のような記述がある。

「従来の小型ピアノは、大型ピアノをそのまま模倣して小型化するために、共鳴作用が十分
でないという欠点を是正して、小型ながら大型とまったく同じ性能をもつものを安いコストで
製造することを可能にした」。

ここで言う「従来の小型ピアノ」は小市が 1927 年（昭和 2年）に河合楽器研究所を設立し
最初に作った「昭和型」64 の類と思われる。これとは違ったタイプの新しい小型ピアノが
1935 年（昭和 10 年）には開発されていることが示唆されており、特許のタイミングから見て
ミニピアノのことと思われる。

③河合楽器竜王工場歴史資料室のウェブサイト
河合楽器竜王工場歴史資料室のウェブサイトに次のような記載がある。

「河合小市は玩具ではない本格的な構造を持つ “ ミニピアノ ” を戦前から（下線筆者）製作
していました。そして太平洋戦争によって浜松のピアノ工場は全滅、作業者も離散し、材料も
入手できない中、ピアノ工場を復興する第一歩として、1948 年に疎開先の島田工場で再開し
たのが、この本格的な “ミニピアノ ”の製造でした。」
https://www.kawai.jp/ryuyofactory/facility/historyroom/

④カタログ
河合楽器は、1927 年（昭和 2年）に河合楽器研究所設立後、1929 年（昭和 4年）に河合楽

器製作所に改名、1935 年（昭和 10 年）に合資会社　河合楽器製作所に改名、1951 年（昭和
26 年）に株式会社　河合楽器製作所に改名して現在に至る。
ミニピアノのカタログの最後には「濱松市寺島町　製造元　河合楽器製作所」とある。「合
資会社」の記載がないことから、カタログは 1929 年（昭和 4年）から 1934 年（昭和 9年）の
あいだに配布されたのではないかと小川氏は推察している（写真 2）。

以上の資料から、河合小市のミニピアノは戦前に作られたことがほぼ確実と思われる。また
特許取得の前にプロトタイプが作られていたはずで、1930 年（昭和 5年）頃には完成してい
た可能性がある。戦後 1946 年（昭和 21 年）頃に島田工場でピアノの生産を再開したときも、
資材が少なかったことから、戦前からあったミニピアノをベースにした楽器をまず作ったと考
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えられる。
さらに小川氏は、同型のミニピアノを収集する中、楽器によってアクションにわずかな差異
があることを発見した。氏は、時代を追うごとにさまざまな工夫が追加されたと考えている。
戦後の楽器は戦前の楽器と比べてハンマーの戻りが良くなっており、明らかに改良されている
とのことである。

2　昨年度までの作業の概要
2021 年度；
・ミニピアノの解体と採寸
次の順序でミニピアノの各部分を取り外し、 盤とアクションを除いた部分の採寸を行った。
①上前板、②下前板、③ 盤蓋、④ 盤抑え、⑤ 盤、⑥アクション、⑦拍子木、⑧棚板、
⑨弦抑え、⑩弦、⑪チューニングピン、⑫フレーム、⑬キャスター、⑭ペダル、⑮底板、⑯腕
木・脚・妻土台、⑰前屋根・後屋根、⑱親板、⑲ピン板裏の板

・ガット弦の使用実験
ヴァイオリン用のガット弦を高音部に張り、響きを確認した。ミュージックワイヤーに比べ
て音量的にかなり小さく、音質もマットな感じであった。ハンマーヘッドをフェルトなし（木
のまま）にしたり、皮革を巻いたハンマーでは少し音量が増したものの、アタックの打撃音が
強く感じられた。

・弦の張力推算と音域変更実験
すべての弦の太さをマイクロメーターで計測し、テイラーの公式を求めて張力を推算した。
巻線以外の裸線については 70kg～ 85kgくらいのあいだに収まっており、一般的なピアノと
変わりない張力であった。全体の音域を 4度下げて一般的なバロック作品が演奏できる音域に
変更する計画であるが、同等の張力を保つために太い巻線を準備した。

2022 年度；
・アルミフレーム製作
アルミフレーム製作の意図は、ミニピアノの重量をさらに軽くすること、そして何よりもア
ルミフレームによる音響は実際にどうなるのかという興味によるものである。厚さ 15mmの
アルミ板を切り出す方法で作業を進めた（オリジナルの鉄製フレームは 9mmだが、強度を考
慮して厚めの板を使うことにした）。鋳造や溶接による方法も考えられるが、設備や技術面の
問題を考慮して切り出しを製作することに決めた。アルミフレームは 2022 年度中に完成した。
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2023 年度；
・解体した楽器の組み立て
前年度までの作業で解体していたミニピアノの楽器本体をもう一度組み直す作業を行った。
これに際して劣化していたネジをステンレス製のものに新調し、また、 盤を設置する台の側
面に取り付ける木材パーツも劣化していたため、これも交換した（新たに用意した木材は沓掛
校舎で育った欅から取った材を使用）。その他のパーツについては概ねそのまま元に戻すのみ
に留めた。

・楽器本体にアルミフレームを取り付けた状態での音響テスト
2021 年度に浜松の冨田ピアノに依頼して製作したオリジナルよりやや太い巻線を、アルミ
フレームを取り付けた状態で、最低音と、巻線音域の中間あたりの音の弦 2本だけ張り、アク
ションを取り付けて打弦し音を聴いてみた。また同型のミニピアノの音色と比較してみた。
音量的には十分の大きさで鳴っていたが、印象としてアルミフレームのほうが倍音が多いよ
うな、やや柱時計やカリヨンの音を思わせる響きに感じられた。

3　今年度の作業
当初の計画では、オリジナルフレームに戻した状態で太い弦を張ることで。全体の音域を 4
度下げる予定であった。しかし今回、小川瞳氏の提案を受け、アルミフレームを装着した上で
音域を 4度下げた楽器を製作することにした。
なおこのレポート執筆中の 12 月初旬は、まだ作業は完了できず継続している。

・ピン板を外す
アルミフレーム用のピン板を新しく作るため、オリジナルのピン板は取り外す（写真 3）。
ピン板の接着面にスクレーパーできっかけを作り、水に少しアルコール（2～ 3％）を混ぜた
液体を注射器でたらして浸透させる。通常 1～ 2時間で広がり浸透する。スクレーパーやゴム
ベラを使い、無理に剥がそうとして木を傷めないように気をつけながら、時間をかけ少しずつ
ゆっくりと剥がす。組み直しの際、かなりしっかり固めたため、今回は 30 分ずつスクレーパー
と注入を繰り返し、8時間ほどかけて剥がした。古い膠が残っていると、そこから接着不良を
起こすので、剥がし終えたら残った膠をアイロンであたため、段差が出ないよう全てを綺麗に
拭き取る。

・ピン板を作る
まず採寸する（写真 4）。ピン板の厚みは音色に大きく影響するため、後述のようにデリケー
トに調整する必要があり、実寸より少し厚めに製作した。またピン板はチューニングピンのト
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ルクに関わり、弦の張力に耐える強さが必要である。今回はハードメープル 6枚を積層して接
着プレスした積層合板を製作する（写真 5）。
ピン板の厚みは、駒の高さとのバランスを考慮して微調整する。これは音色に大きな影響が
ある。駒側が高いと弦のテンションが上がり、駒の響板への密着度が高まる。逆にチューニン
グピン側が高くなると密着度が弱まる。ミニピアノを数多く修復した小川氏の経験では、通常
のピアノ（駒側が若干高い）よりも少しフラットに近く、駒の上面と弦の下面を同じ高さにす
るのがベストだそうだ。通常のピアノより響板が薄いミニピアノではそのほうが、響板がよく
振動するという。方法としては、チューニングピンと駒とのあいだに糸を張り、目測する。ピ
ン板を取り付けてはバランスを見てピン板を削り、また取り付けては削るを何度も繰り返す。
ピン板が適正な厚みになったら、フレームに合わせてドリルでチューニングピンを打ち込む穴
をあける（写真 6）。ミニピアノのチューニングピンは通常のピアノより短い。ピン板も薄め
である。

・ピン板を本体にネジ止めする（写真 7）

・割れた響板を補修
古い楽器はよく響板割れを起こす。解体したミニピアノも響板割れを起こしていた。響板は
割れても、直ちに音色に影響するとは限らないが、割れ目で雑音を発する場合がある。補修は、
まず埋木をしてから（写真 8）響板用のニスを薄く塗布する（写真 9）。

・アルミフレームのドリリングとピンブロック、チューニングピン
チューニングピンの周りを支えるためにピンブロックを挿入するため、穴加工をする（写真
10）。アルミフレームの裏側にはオリジナルフレームのような凹凸がなく、ピン板までの距離
が長いので、長さ 7.5 ミリのピンブロック 2個を使用しピンの保持力を高め音律に安定感を与
える対策をした。チューニングピンの保持力を確保できたので、チューニングしやすいように
径 6.6 ミリ ✕長さ 60 ミリの細いチューニングピンを使用することにした（オリジナルは径 6.9
ミリ ✕長さ 50 ミリ）に修正。

・アルミフレームを響板とピン板の上にネジ止めする（写真 12）

・巻線を張る
巻線を製作している富田ピアノにて、4度下げた音程にあわせ張力計算し製作してもらった
太い巻線（2021 年度に依頼）をフレームに張る（写真 13）。
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・アクション部品の交換
損傷が見られるパーツを、トキワ製作所に依頼して製作したアクションのコピー・パーツと
交換する（写真 14）。ハンマーフェルトも虫食いや劣化が激しいため、今出川ハンマーに依頼
して製作したハンマーと交換する。アクションパーツ、ハンマーとも、サンプルを送って忠実
に再現して製作していただいた。

4　小川瞳氏の専門的見解
河合小市がミニピアノを設計した背景について、さまざまな観点から小川瞳氏の専門的見解
を伺うことができたので、ここにまとめて記述する。

・サイズについて
明治の終わり頃、ピアノメーカーたちはピアノ普及のために奮闘していた。山葉寅楠、西川
虎吉と並んで明治期のピアノ製作家の第一人者である松本新吉について書かれた「松本新吉伝」
（1985 年大葉南北著）によると、彼が「全国の家庭にピアノ 1台、自動車 1台の普及」とよく言っ
ていたとあり、その意気込みを感じさせる。彼は 1900 年（明治 33 年）アメリカのブラドベリー
社などで研修した後帰国して 1902 年（明治 35 年）にベビピアノという 61 の小型ピアノを
開発し、日本の家庭へのピアノの普及を目指した。小型ピアノを製作した理由は日本の家のサ
イズを考えてのことである。日本楽器による国産発のピアノが 1900 年（明治 33 年）に出され
た後、比較的早期に小型ピアノが開発されたことになる。発売当初は思うように売れなかった
が、1905 年（明治 38 年）から再び生産を始め、1911 年（明治 44 年）頃にはよく売れるよう
になっていた。小学校などでもオルガンをピアノに変えるようになって、子供たちにもピアノ
をという気運が高まっていた。そのような背景を受けて、河合小市は、子供向けにミニピアノ
を設計したと思われる、と小川氏は推察する。40 や 51 のミニピアノは、大人が座ると足
が 盤下に入りづらいくらい小さなサイズである。ミニピアノと一緒に付属の椅子も見つかっ
ており、大人が座ると壊れるくらい華奢な作りである。また日本楽器も大人と子供が弾ける二
重 盤のピアノなどを発明しており、（発明者は登坂六郎。特許は昭和 8年：https://www.

j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-99878/15/ja）各社が競い合うように子供向けのピアノ開発
に挑戦した様子がうかがえる。

・単弦を採用したことについて
通常のピアノが、ひとつの音に対して 3本の弦を張っているのに対し、ミニピアノは単弦で
あることはこれまで何度も述べてきたが、単弦を採用しているピアノは世界的にも非常に珍し
い。河合小市のこの決断は、これまで筆者は資材が乏しかった時代背景のためと考えてきたが、
終戦後ではなく戦前の 1930 年（昭和 5年）頃に作られたとするとこの根拠は少し弱いように
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思われる。資材が乏しかったというより、河合小市がピアノを小型化しようと試行錯誤する中
で、小さくても「よく鳴る」ピアノを作りたかったためと小川氏は指摘する。
もしミニピアノのサイズのフレームに複弦で張ると、フレームや楽器本体が弦の張力に耐え
きれないという。3本はもちろん、2本でももたないようである。そのため複弦にするとどう
しても弦の張力を少し弱くせざるを得ない。前述の松本新吉によるベビピアノは2本であるが、
河合小市のミニピアノに比べると張力が弱くなっている。しかし河合小市は、サイズが小さく
ても「よく鳴るピアノ」を作りたかった。単弦にして全体の弦の本数を減らすことで弦を強く
張ることができるのである。2021 年度の筆者の張力測定でも、ミニピアノの弦張力が通常の
ピアノと変わらないことを確認しており、この説はたいへん説得力がある。
あらためてカタログを見ると、たしかに「良く鳴る小さいミニピアノ」とあり、「標準絃線
を使用し規定の張力を保持せしめて而も調子の持久性は普通「ピアノ」の数倍になって居りま
す」と張力が高いことが強調されて書かれている（写真 15）。小川氏は、ミニピアノを知って、
楽器の音量は楽器の大きさに依存するわけではないことを学んだと感想を述べている。

・響板について
通常のピアノの響板が 10 ミリ以上の厚みであるのに対し、ミニピアノの響板は約 6ミリと
薄い。ミニピアノは単弦のため弦の数が少なく、駒が響板を押さえる力も少なくなる。そのた
め、響板は振動しやすくなりよく響く。このあたりのこともカタログに述べられている。「絃
線と「めうと」（筆者注：めおと＝夫婦）の関係にある響板は又新規考案なるもので共鳴度頗
る高く従って標語の通り「良く鳴る」の意義が生じる譯であります」。
前述のように、小川氏が、弦が駒の上面と弦の下面が同じ高さになるよう注意深く調整する
のも、響板をよく鳴らせるためである。

・新しいアクションを開発したことについて
前述のように、ミニピアノが子供向けに設計されたため、小さな本体に適したアクションを
作る必要があり、また子供の弱い指の力でも弾きやすいアクションを設計したと思われる。現
在では、パーツによってはアルミやプラスチックのように軽量な素材を使用しているが、当時
はすべて木製パーツによっていた。そのため通常のアップライトピアノのアクションを小型に
しただけでは、タッチが重くなってしまい、子供には不向きであった。そこで新しいアクショ
ンを開発する必要があったと小川氏は推測する。
ミニピアノのアクションで特徴的なのは、バット、キャッチャー、ジャックストップレール
の 3つの機能が 1つになっていることである（写真 16）。これにより、通常はウィペンについ
ているバックチェックや、ハンマーレールについているジャックストップレールなどが省略さ
れ、コンパクトな形状になっている。それぞれのパーツ数が少ない上に、パーツが小さく軽く、
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バネの数も少なく、重力のみでアクションが機能するよう設計されており、子供の力でも自由
に強弱をつけて演奏することができる。ただ非常にデリケートなバランスで成り立っているア
クションで、 盤の深さが 1ミリ狂うと全く機能しなくなる。 盤の深さは、通常のピアノが
10 ミリであるのに対し、8ミリと浅い。また各パーツが小さく軽いことから、些細なコンディ
ションの変化でハンマーの戻りが悪くなることもある。

・調律とインハーモニシティについて
ミニピアノは単弦のため、弦を張るときに捻れてしまうと響きにうなりが生じてしまうとい
う。通常の複弦のピアノの場合、仮に 1本がうなってしまったとしても、他の 2本の弦の響き
と混じり合うことで、あまり気にならなくなるが、ミニピアノの場合、うなりが明瞭に聞こえ
てしまう。そのため、弦を張り替えなくてはならないこともあるそうで、弦張り作業は非常に
デリケートになる。
インハーモニシティとは、弦楽器に特有の現象で、弦の長さや剛性により倍音の現れ方に乱
れが生じる現象である。剛性の強いスティール弦を強く張るピアノではその現象が顕著に現れ
る。そのため、ピアノにおいては倍音を相殺する目的で、通常低音は少し低く、高音は少し高
く調律する。弦が短いほどインハーモニシティは強くなる。高価なグランドピアノのサイズが
大型で弦長が長くなるのは、インハーモニシティを軽減するためとも言われる。ミニピアノの
弦は高音部は大型ピアノと比べても長めであるが、低音部はかなり短いため、高次倍音の発生
が強くなる。チューナーのメーターでは合っていても、耳で聴いたときに狂って聞こえること
が多く、美しい高さを耳で探る必要がある。前述のように、複弦の楽器はうなりの周期を分散
させてインハーモニシティを軽減しているが、単弦のミニピアノはうなりが強く出やすい。し
たがって、音域を 4度下げた場合には、インハーモニシティの影響がさらに強く出ることが予
想される。

5　今後の作業
今年度中に以下の作業を行う予定である。
・音程を 4度下げるための張力計算、応力計算、インハーモニシティ計算を行い、この 3つの
データを考慮して弦を選定する（フレーム右側部分）。オリジナルより弦が太くなりすぎない
よう配慮する。ステファン・ポレロ社の弦を使用予定。巻線と通常線で音色の差が出ないよう
にも配慮する。
・ 盤の位置を入れ替える。上部 c3-e3 の 5 を最低音部に移動させる。
・ 盤位置を変更した後のアクションが正常に機能するよう調整する。
・ダンパーフェルトを取り付ける（トキワ製作所の製作による）。
・整調と整音。
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6　終わりに
2021 年度から継続的に進めてきた本研究であるが、今年度中にアルミフレームを用いた楽
器の組み上げまで進められるとは予想していなかった。この成果はひとえに、アトリエピアノ
ピアの小川瞳氏の多大な助言と支援のお陰である。ここに紙面を借りて心より感謝の意を表し
たい。また当初から協力者として作業の中心を担っていただいた美術家の黒川岳氏（今年度は
残念ながら在外のため参加いただけなかった）をはじめ、助言をくださった調律師の成川弘治
氏、解体用の楽器をご提供いただいた旭堂楽器の多田裕昭社長にも深く感謝申し上げる。
筆者は今年度末をもって京都市立芸術大学を退任し大学での研究活動には一区切りをつける
が、ミニピアノの可能性を探る活動は継続していく考えである。今後、日本におけるピアノ作
りの歴史への関心が一層深まり、 盤楽器とその演奏表現の新たな可能性が広がることを願い
ながら、この稿を終えることとする。
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